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次号予告　　62 巻　9号 ヘッドライン　：　大気汚染物質をはかる

　高等学校の化学では，さまざまな定数が扱われている。例えば化学を学ぶ上で極
めて重要なアボガドロ定数は，現在の定義では測定により決まる量であり，今後よ
り厳密な定義を採用することが検討されている。水溶液中の反応としてなじみの深
い水のイオン積も，どのように決定されているのかはあまり知られていない。ま
た，温度や圧力については単位系により様々な表し方があるが，国際単位系ではど
ういう基準で決定されているのだろうか。本企画では，高校化学で接する「アボガ
ドロ定数」「水のイオン積」などの定数や，「温度」「圧力」といった物理量の基準
の決定についての背景や，今後の動向について紹介する。

ヘッドラインテーマ：物理定数やさまざまな基準はどのように決まったのか

　今出川通をはさんで京都御所の北側に位置する同志社大学のほぼ中央に建つハリ
ス理化学館は，大学を代表する建築物の 1つであり，明治 23 年にアメリカの J. N. 
ハリスによる 10 万ドルの寄付の基につくられ，昭和 51 年には国の重要文化財に指
定されています。新島襄は「其恩恵ノ深サ高サハ海山モ…」と感謝状に記してお
り，ハリスへの感謝と喜びの念がよく伝わってきます。ハリス理化学館は日本の私
学の最初の理工学教育の拠点としてスタートし，ここでの化学教育は現在の理工学
部化学系学科にその伝統が引き継がれています。

表紙の言葉　同志社大学ハリス理化学館


